
応募用紙Ｂ 

タイトル：
第３６回住まいのリフォームコンクール

この用紙の使い方 ・すべての項目を記入する必要はありません（書ける範囲で OK）

◆ 工事の背景・目的

Q.この工事は、どのような課題・要望から始まりましたか？（1～3 行で OK）

例：施主の要望、住まいの不具合、将来を見据えた対応など

◆ 工夫したポイント 【該当するものにチェック】

Q. 特に工夫した点を教えてください。

□ 設計・デザイン上の工夫

□ 技術的な工夫

□ 使い勝手・動線への配慮

□ コスト・施工方法の工夫

□ その他 （箇条書きでＯＫ）

◆ 今回のリフォームの考え方 【任意】

Q. 今回のリフォームで大切にした考え方・方針は何ですか？（書ける範囲で OK）

◆ リフォーム前後の写真と図面

※ 写真・図面は別添ファイル（JPEG／PNG／PDF）で提出できます

※ 応募用紙内に貼り付ける必要はありません

※ 写真には簡単な説明（キャプション）を添えてください

[写真・図面] 

・ リフォーム前後の比較が分かるもの

・ 周辺状況のわかる外観写真（可能であれば）

・ 平面図・配置図（方位付き）

・ リフォーム部分は着色などで分かるように

・ 手書き可

◆ 性能向上リフォームに関する情報 【該当する場合】※数値が不明な場合、該当しない場合は未記入で構いません

□ 該当なし

□ 耐震性能の向上

改修前 → 改修後 （例：上部構造評点 0.6 → 1.1） 

□ 省エネ性能の向上

• 断熱性能：

改修前 → 改修後  （例：UA 値 1.46 → 0.87） 

• 導入設備（該当するもの）：

□ 高効率給湯器 □ 高断熱サッシ □ 太陽光発電 □ その他（ ） 

□ その他の性能向上（任意） 例：劣化対策、維持管理性、防災性など

◆ アピールポイント 【任意】

Q. 審査員に特に見てほしい点は？（1～3 項目・箇条書きでＯＫ）

例：性能、デザイン、コスト配慮、地域性、施主との関係性など

※本様式のレイアウトは一例です。独自のレイアウトで作成しても構いません。
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